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  －青少年委員60周年記念誌作成中－ 

  今年、青少年委員の会が発足して 60年を迎えました。 

記念誌を発行することとなり、初めての作業に記念誌担当委員を含め、 

原稿作成を担当する委員みんなが手探り状態でスタートをしました。 

 寄稿文の依頼をし、歴代委員を調べ、青少年委員が主に活動している 

行事の歴史や内容の移り変わり、ここ数年の活動内容を担当がまとめた 

ものを記念誌担当委員で校正し、2月の発行に向けて作業をしています。 

発行まであと少しです。 

 

 

  －ジュニアリーダー講習会－ 

 

  例年 4月に開催されていたジュニアリーダー講習会 

のリーダー研修ですが、新型コロナウイルスの影響を 

受け 9月に今年度初の顔合わせと研修会を実施するこ 

とが出来ました。 

そして、11月からジュニアリーダー講習会が 

 月 1回（計 4回）実施されることとなり、11月 15日 

 に開講式を迎えることができました。今までと違い、 

新しい生活様式で様々な点に配慮しながらでは 

ありますが、受講生には講習会を楽しんで欲しいと 

思います。 

 

 

  

 

  －青少年委員新メンバー紹介－ 

    

  2020 年 4月 1日付で新しく大坂上中地区の担当となった太田日香里さんを紹介いたします。 

 

  「初めまして、こんにちは。今年から青少年委員の一員になりました。 

  たくさんの子ども達に出会えること、笑顔にふれあえること、とても 

  楽しみにしています。よろしくお願いします。」 
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青少年委員担当地区みどころ紹介～三中地区～ 

   

  三中地区の名物といえば『坂』。特に程久保地区は急坂が多い土地です。一説には「土を 

 いつも耕して保たないと作物が育たないくぼ地（保土窪）」という意味もあるそうです。 

  この地区で活動している『ほどくぼ駅周辺を考える会』（代表：大庭さん）を紹介したい 

 と思います。程久保１丁目を拠点に行政、学校、自治会と連携しボランティア活動を熱心に 

 取り組んでいます。活動のひとつに、夢が丘小学校と地域のボランティア団体が協力して地 

 域をより良くし、愛着を持ってもらう取り組みを行っています。具体的には、空き地にベン 

 チやテーブルを置き、休憩所やコミュニティスペースとして利用しようとする目的がありま 

 す。そのベンチは『ほどくぼ駅周辺を考える会』が製作したものをリメイクし子ども達がペ 

 イントしました。 

   他にも空き地や坂に名称を付け、地域との一体感を演出しました。「まるで忍者が住んでい 

  るよう。」と言われた、程久保１丁目地区を見事に生まれ変わらせました。どんな感じになっ 

  たかはぜひ見に来てください。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

    カラフルにペイント中      広場の名前を命名しました  動物の足跡をペイント中 

 

 

 

 

 

 

こんにちは 

青少年委員です！ 

青少年委員とは？ 
 

 日野市青少年委員の設

置に関する条例に基づき、

市長より委嘱されている

委員です。各中学校地区に

２名ずつ委嘱され、各地域

で青少年の健全育成に関

わる活動を幅広く行って

います。年代や職業、子ど

もたちと関わるバックグ

ラウンドはさまざまです

が、子どもとの活動の中で

得意分野やネットワーク

を活かし、地域と行政のパ

イプ役として子どもたち

のふれあいや遊びのきっ

かけづくりを心がけて活

動しています。 


